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≪ 本文書の対象となる方 ≫ 

2008年 7月 1日～2024年 12月 31日の間に早期肺癌と診断され、定位放射線治療を受けた方 

 

課題名 
当院における早期肺癌に対する定位放射線治療成績の検討 

承認番号 番 

研究機関名 横浜市立みなと赤十字病院 

研究責任者 所属 放射線治療科  氏名 荻 成行 

研究期間 （西暦）2026年  4月 ～（西暦） 2027年   3月 

研究の意義・目的 

早期肺癌の標準治療は外科手術ですが、合併疾患をお持ちの方で手術適応になら

ない方や手術を希望しない方には、非侵襲的な放射線治療が選択肢となります。放

射線治療の中でもこの定位放射線治療は、ピンポイント治療とも言われており、治

療期間や副作用が少ないのが特徴です。今回の研究では、早期肺癌の当院での定位

放射線治療成績を明らかにすることで。十分な科学的根拠に基づいた診療を提供

することを目的としています。 

研究の方法 

（対象期間含む） 

2008年 7 月 1 日～2024年 12月 31日の間に、当院で早期肺癌と診断され、定位

放射線治療を受けた方を対象にしています。カルテより、年齢、性別、肺癌の組織

学的所見、がんの病期、放射線の治療線量、分割数、胸部単純 CTや胸部単純写真

などの診療情報を利用して、治療成績の検討を行います。 

試料・情報の利用目的及び

利用方法 

（匿名加工する場合や他施設へ提供

される場合はその方法を含む） 

対象となる患者さんの情報には個人情報が含まれます。患者さんの氏名、年齢、性

別、住所など、個人が特定される情報は収集せず、研究固有の IDに置き換えたう

えで統計解析をいたしますので、個人情報が外部に流出することはありません。ま

た、外部へデータを提供することもありません。 

利用又は提供する 

試料・情報の項目 

患者さんの年齢、性別、肺癌の組織学的所見、がんの病期、放射線の治療線量、分

割数、胸部単純 CT、胸部単純写真などを調査します。 

試料・情報を 

利用する者の範囲 

横浜市立みなと赤十字病院 放射線治療科 荻 成行 

試料・情報の管理における

責任者の氏名又名称 

（当院及び提供先） 

横浜市立みなと赤十字病院 放射線治療科 荻 成行 

問い合わせ先 当研究に自分の情報を使用してほしくない場合等のお問い合わせ 

〒231-8682 神奈川県横浜市中区新山下 3-12-1 

横浜市立みなと赤十字病院  所属 放射線治療科  氏名 荻 成行 

TEL:045-628-6100（代表）内線 3808（事務局）／FAX:045-628-6101 
 


